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かがわ医療情報ネットワークK-MIX+を使用した
救急患者カルテ参照システム運用

ど:
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+Summary 
Actual operation of emergency patient's medical record 
reference system using Kagawa medical information 
network+( K-MIX +) 
There is a problem in emergency room not to obtain 
medical information directly企omthe patient with distur-
bance of consciousness due to cerebrovascular disorder 
or multiple tra血ctrauma.羽Tehave constructed an emer-
gency patient medical record reference system using the 
existing regional medical network“Kagawa Medical Infor-
mation Network K・MIX+" It wi11 be more improve medi-
cal quality and safety so we shared information about its 
operation and current problem at emergency room. 

高口氏

要
旨
一
脳
血
管
障
害
に
よ
る
意
識
障
害
や
多
発
交

通
外
傷
等
の
意
識
障
害
を
伴
う
重
症
度
の
高
い
患

者
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
時
、
患
者
本
人
か
ら
情
報

が
直
接
得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
救
急
現
場
に
お
け

る
課
題
が
あ
る
。
今
回
、
既
存
の
地
域
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
か
が
わ
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

K
1
M
l
X
+
」
を
利
用
し
た
救
急
患
者
カ
ル
テ

参
照
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
救
急
医
療
に
お
け
る

情
報
共
有
を
行
い
、
医
療
の
質
と
安
全
の
向
上
に

活
用
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
運
用
と
現
状
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

香
川
県
は
面
積
が

1
8
7
6
・
冗
凶
で
全
国
最
小

で
あ
り
、
人
口
は
貯
万

3
2
5
1
人
で
全
国
ぬ
位
で

あ
る
。
面
積
が
最
も
小
さ
く
交
通
網
も
発
達
し
て
お

り
、
離
島
も
含
め
、
車
や
船
で

1
時
間
あ
れ
ば
県
内

ど
こ
か
ら
で
も
当
院
に
来
院
で
き
る
県
で
あ
る
。
香

川
県
立
中
央
病
院
は
、
県
指
定
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
年
間

1
万

1
0
0
0
人

超
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

救
急
患
者
は
、
当
院
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

し
て
県
内
外
か
ら
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
と
と
も

に
、
他
院
で
受
け
入
れ
が
難
し
い
患
者
も
最
終
的
に

当
院
で
受
け
る
な
ど
、
香
川
県
の
救
急
医
療
の
最
後

の
砦
と
し
て
、
い
か
な
る
重
症
の
症
例
に
も
対
応
し

て
い
る
。

一
方
、
香
川
県
は
糖
尿
病
死
亡
率
(
人
口
叩
万
人

対
)
一
口
・

4
人
(
全
国

2
位
)
と
糖
尿
病
の
患
者

さ
ん
が
多
く
、
そ
の
結
果
心
血
管
系
に
問
題
の
あ
る

患
者
が
多
く
、
意
識
障
害
を
伴
う
重
症
の
患
者
が
事

前
の
情
報
が
な
い
状
態
で
来
院
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
る
。
患
者
本
人
が
全
く
話
せ
な
い
状
態
で
あ
れ

ば
、
情
報
が
完
全
に
ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
か
ら
診
療
を
開

始
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
院
か
ら
の
転
院
の
場
合
も
、
主
治
医
や
事
務
ス

タ
ッ
フ
か
ら
電
話
や

F
A
X
な
ど
で
情
報
を
送
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
お
互
い
の
手
聞
が
か
か

り
休
日
夜
間
は
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
が
不
在
な
た
め
情

報
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
、
画
像
な
ど
の
情

報
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
は
転
送
が
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
。
今
回
、
地
域
医
療
ネ
ト
ワ

l
ク
を
活
用
し
た
マ
ル

チ
ベ
ン
ダ
ー
環
境
で
の
医
療
情
報
の
相
互
参
照
を
実

現
し
、
救
急
患
者
カ
ル
テ
参
照
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
と
運
用
に
つ
い
て
述
べ
る
。

構香
築川
と県
開で
始の
地
域
医
療
不
、Y

卜
ワ

ク
の

香
川
県
で
は

2
0
0
3
年
に
香
川
県
と
香
川
大

学
、
香
川
県
医
師
会
が
中
心
と
な
り
、
か
が
わ
遠
隔

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
K
l
M
I
X
)
が
発
足
し
た
。

主
に
遠
隔
の
画
像
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
読
影

依
頼
や
読
影
支
援
、
患
者
紹
介
支
援
(
診
療
情
報
提

供
書
、
画
像
情
報
等
の
転
送
な
ど
)
を
行
い
、
最
近

で
は
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
共
有
機
能
等

も
構
築
し
、
医
療
情
報
の
共
有
化
を
支
援
し
て
き
た
。

主
に
、
病
院
と
診
療
所
間
の
医
療
情
報
の
共
有
と
遠

隔
画
像
診
断
支
援
に
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
中
核
病
院
間
で
の
患
者
情
報
や
画
像
情
報
の
共

有
は
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
県
下
回
の
中
核
病
院
で
構
成
す
る
「
か
が

わ
中
核
病
院
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
新

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
凶
年
に
構
築
し
、
患
者
合
意

に
基
づ
く
中
核
病
院
間
で
の
診
療
情
報
共
有
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。

各
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、

S
S
1
M
I
X
に
よ
り
国

E
R百
四
江
仏
向
。
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両ネットワークの総称
=かがわ医療情報ネットワーク

かがわ遠隔医療
ネットワーク CK-MIX)
※病院・診療所等

紹訴 かがわ中核病院
医療情報ネットワーク

.......... で Z よ ※椴命較急センター・二次輪番病院

K-MIXとの連携による

【公開情報J ¥ 診療情報の閲覧
患者基本情報、病名、処方、検査結果、画像

【情報提供病院】
.県立白鳥病院

・さぬき市民病院
.小豆島中央病院

・香川県済生会病院
.県立中央病院

・香111大学医学部附属
.KKR高総病院

・りつりん病院
.高給市民病院

・高松赤十字病院
.屋島総合病院

・香川労災病院

・回生病院

-板出市立病院

・滝宮総合病院
.三豊総合病院

計16病院

-香川県下の中核病院(16病院)が「かがわ中核病院医療情報ネットワークJを構成
・中核病院は自院の診療情報を必要な範囲に公開(情報提供病院)

-中核病院ネットワークと既存のかがわ遠隔医療ネットワークを融合

-これにより中核病院の診療情報を、中核病院問、中核病院と診療所等で情報連携可能に
図1 かがわ医療情報ネットワーク K-MIX+の概要

経
由
で
全
病
院
間
の
デ
l
タ
参
照
を
可
能
と
し
、
参

照
可
能
と
す
る
デ

l
タ
も
、
病
名
、
処
方
、
検
査
、

画
像
情
報
等
を
最
低
限
は
必
須
と
す
る
こ
と
と
し
、

医
療
情
報
の
共
有
を
開
始
し
た
(
図

1
)
。

救
急
カ
ル
テ
参
照
機
能

救
急
を
担
う
中
核
病
院
の
間
で
は
、
救
急
に
際
し

て
も
他
院
の
持
つ
患
者
情
報
を
見
た
い
、
と
い
う
要
望

が
以
前
か
ら
あ
り
、
そ
の
方
法
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

出
口
日
吉
田
円
正
常
の
機
能
を
拡
張
す
れ
ば
実
現
可
能

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
県
主
催
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
合
に
諮
り
賛
同
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

ベ
ン
ダ
ー
に
開
発
を
依
頼
し
救
急
患
者
カ
ル
テ
参
照

シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
凶
年
よ
り
運
用
が
開
始
さ

れ
た
。
今
回
新
た
に
開
発
し
た
救
急
患
者
カ
ル
テ
参
照
シ

ス
テ
ム
は
、
救
急
患
者
に
お
い
て
救
命
に
必
要
な
場

合
に
限
り
、
患
者
さ
ん
の
同
意
に
基
づ
い
た
事
前
の

開
示
設
定
を
経
る
こ
と
な
く
、
他
施
設
の
電
子
カ
ル

テ
の
情
報
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。生
命
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、
個
人
情
報
保
護

よ
り
救
命
が
優
先
す
る
と
い
う
法
的
な
根
拠
に
基
づ

い
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
限
っ
て
情
報
を
参
照
す

る
こ
と
を
、
賛
同
を
得
た
中
核
病
院
の
施
設
間
協
定

と
し
て
取
り
決
め
を
行
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

し
た
上
で
の
運
用
方
法
を
検
討
し
て
き
た
。

救
急
カ
ル
テ
参
照
の
方
法

救
急
カ
ル
テ
参
照
機
能
で
は
、
不
正
使
用
を
防
止

す
る
た
め
何
重
も
の
対
策
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
ず
、

救
急
患
者
カ
ル
テ
参
照
機
能
を
利
用
で
き
る
端
末

は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

I
C
カ
l
ド
リ
ー
ダ
ー

を
接
続
し
た

2
台
の
端
末
の
み
と
し
、
こ
の

I
C

カ
1
ド
リ
ー
ダ
ー
に
、
救
急
患
者
カ
ル
テ
参
照
機
能

を
開
放
す
る
た
め
の
専
用

I
C
カ
l
ド
を
認
証
さ
せ

る
こ
と
で
、
参
照
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
こ
の

I
C
カ
l
ド
も
各
病
院

2
枚
し
か
な
く
、
施

錠
さ
れ
た
保
管
場
所
か
ら
カ

l
ド
を
出
す
た
め
に

は
、
鍵
を
管
理
し
て
い
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
看

護
師
長
に
申
し
出
て
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

カ
l
ド
の
貸
し
出
し
と
返
却
の
履
歴
は
、
必
ず
管
理

簿
に
記
載
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
ロ
グ
イ
ン
権

限
も
、
必
要
最
小
限
の
職
員
に
し
か
与
え
ら
れ
て
い

な
い
(
図
2
)
。

ま
た
、
他
施
設
の
カ
ル
テ
を
検
索
す
る
に
は
、
「
患

者
氏
名
」
と
、
「
そ
の
患
者
の
カ
ル
テ
が
あ
る
医
療

機
関
名
、
ま
た
は
生
年
月
日
」
の

2
項
目
と
、
カ
ル

テ
を
参
照
す
る
理
由
の
入
力
が
必
要
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
患
者
の
カ
ル
テ
を
参
照

す
る
と
、
相
手
の
医
療
機
関
に
は
メ

l
ル
で
参
照
さ

れ
た
こ
と
が
自
動
通
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
参
照
履
歴
も
ロ
グ
と
し
て
残
り
、
毎
月
報
告
を

行
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
運
用
に
よ
っ
て
、
な
り
す
ま
し
ゃ
、

不
必
要
な
カ
ル
テ
の
参
照
を
防
止
し
、
運
用
し
て
い

る
(
図

3
、
4
)
。

救
急
カ
ル
テ
参
照
機
能
を
運
用
し
て

救
急
カ
ル
テ
参
照
シ
ス
テ
ム
利
用
で
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
不
必
要
な
検
査
が
減
る
こ
と
、
よ
り
早

く
診
断
で
き
、
必
要
な
追
加
検
査
や
治
療
に
速
や
か
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「一一

救急、カルテ参照

機能開放認証
カルテ検索 閲覧理由入力 カルテ参照

認証カードによる機能開放

+ 
ログインユーザーの権F艮チェック
(当院では医師・看護師・助産自市なら可)

↓ 
救急、カルテ参照機能が使用可能

救急カルテ参照用端末(ER2端末) 救急参照認証力一ドによる機能開放

<当院における認証カードの管理>

①認証カードは施錠管理された場所に保管

②カード利用時にはER責任者ナースに申出

し解錠→カード貸出→返却

③貸出・返却管理簿lζ必要事項を記載

鵬

慣
山

明

町
川
築
↑
以

」

V
着

吋

4
J
ゆ
恥

渚
一
即
興

俳
仕
』
い

河
い
ま

町
制
部
付
祉

制
代
で
お

W

。。

図2 救急カルテ参照機能と運用について①

救急カルテ参照

機能開放認証
カルテ検索 閲覧理由入力 カルテ参照

患者氏る 性別 写面 主，.月日

明 書歩固さ11101愚右

四 e!1L.た111用者

医療 電話
患者ID

生年
性別

機関名 氏名 番号 月日

医療機関を
必須

いずれか必須
任意 任意 任意 任意

特定できる (姓名の完全一致)

医療機関を
任意

入力
必須 任意

特定できない (複数指定) I (姓名の完全一致) 不可

。誤った患者力ルテ
閲覧防止

図3 救急カルテ参照機能と運用について②

救急カルテ参照

機能開放認証

カルテ検索 閲覧理由入力 カルテ参照

仁二二二コ
1使61制"拘 ぜσci;fQ.4)思刷周回81

。なりすまし、興昧本位での閲覧
防止

。自院のカルテが閲覧されたことを
知る仕組み

リモート幻ルテ

~la.:含

個 H\f~患者

・mよれ阿哲

各氏+' n
 ツ

ソ
イ

イ

=

℃

包

宅

ダ

グ

シ

シ
ョ
ョ!
 

也'" '"・， 主E志向8 R 
y 

i 男 .. 旧 制 油 田租

，時

患者検索→力jげ参照 参照理由の入力が必須

ー帽
13・且皐 b IJ IJIJIJ IJ 

宮~.. ヨ"'" "''''‘J '" 
1 J 白i] "] 

J 鞠
_' .;J .;J 
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抜き苅芯あた扇面万}じ子参買高

閲覧された病院へメールで通知

図4 I救急カルテ参照機能と運用について③
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今、評判のIT連携システムの実力を知る

に
移
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
院
に
あ
る
情
報

が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
救
急
の
受
け
入
れ
後
に
同
じ
よ

う
な
検
査
を
当
院
で
や
り
直
し
て
い
た
た
め
、
不
必

要
な
検
査
が
減
少
し
た
こ
と
も
、
時
間
的
、
経
済
的

に
も
改
善
し
た
。
ま
た
、
検
査
結
果
を
過
去
の
デ
ー

タ
と
比
較
で
き
な
い
時
は
、
難
し
い
症
例
の
診
断
に

は
時
間
を
要
し
、
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
が
解
消
さ
れ
診
断
治
療
が
迅
速
に

行
え
る
こ
と
は
、
医
療
の
質
と
安
全
の
向
上
に
役
立

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
心
疾
患
な
ど
で
以
前

診
察
を
受
け
た
他
院
で
の
心
電
図
が
参
照
で
き
る
こ

と
は
、
診
断
・
治
療
の
質
に
大
き
く
影
響
す
る
。
ま

た
現
場
の
声
と
し
て
、
患
者
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
か
ら

緊
急
の
連
絡
先
が
分
か
り
、
家
族
に
連
絡
を
と
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
副
次
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。

患
者
さ
ん
本
人
か
ら
家
族
の
連
絡
先
を
聞
き
出
せ

な
い
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
警
察
に
連
絡
し
た
り
行

政
機
関
に
問
い
合
わ
せ
た
り
し
て
い
た
が
、
困
難
な

こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
連
絡
先
が
分

か
れ
ば
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
家
族
に
連
絡
を
取
る

こ
と
が
で
き
、
治
療
方
針
の
決
定
や
緊
急
手
術
に
も

迅
速
に
対
応
で
き
る
。
ま
た
、
患
者
本
人
か
ら
の
情

報
は
正
確
で
は
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
家
族
か
ら

聞
け
る
細
か
な
情
報
は
診
察
に
と
て
も
役
立
つ
。

も
ち
ろ
ん
、
既
往
歴
や
処
方
歴
の
情
報
が
見
ら
れ

〈特集 〉

る
の
も
有
用
で
、
ハ
イ
リ
ス
ク
薬
で
あ
る
抗
凝
固
薬

の
使
用
が
分
か
れ
ば
、
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
治
療

に
当
た
れ
る
し
、
併
用
禁
忌
の
薬
も
分
か
る
。
ま
た

他
院
か
ら
紹
介
で
搬
送
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま

で
画
像
は

C
D
に
入
れ
て
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
運
ば

れ
て
き
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば

患
者
さ
ん
が
到
着
す
る
前
に
画
像
を
見
て
お
く
こ
と

も
で
き
る
。
い
ず
れ
の
変
化
も
、
全
て
は
患
者
さ
ん

の
利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

今
後
の
課
題

課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
は
、
多
く
の
中
核
病
院
に

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

1
人
で
も
多

く
の
救
急
患
者
の
情
報
が
迅
速
に
得
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
公
開
さ
れ
て
い
る

診
療
情
報
の
範
囲
も
施
設
問
で
異
な
る
の
で
、
参
加

施
設
か
ら
よ
り
多
く
の
診
療
情
報
が
公
開
さ
れ
、
施

設
問
の
公
開
範
囲
の
差
異
が
少
な
く
な
る
よ
う
運
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

患
者
の
多
く
は
、
普
段
は
診
療
所
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

等
の
か
か
り
つ
け
医
に
診
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、

中
核
病
院
の
カ
ル
テ
を
見
て
も
あ
ま
り
情
報
が
な
い

こ
と
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
裾
野
を
も
っ
と
広

げ
、
か
か
り
つ
け
医
で
の
検
査
や
処
方
内
容
ま
で
参

照
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
有
用
な
シ
ス
テ

ム
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
院
は
災
害
拠

点
病
院
で
も
あ
る
の
で
、
大
規
模
災
害
時
に
も
、
糖

尿
病
や
透
析
の
治
療
が
必
要
な
患
者
さ
ん
だ
と
分
か

れ
ば
正
し
く
対
応
で
き
る
。

ほ
か
に
も
、
身
元
不
明
の
方
の
家
族
に
連
絡
が
と

れ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
全
て
は
患

者
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ

を
理
解
し
た
上
で
運
用
す
れ
ば
、
救
命
救
急
の
現
場

で
と
て
も
役
に
立
つ
の
で
、
地
域
を
巻
き
込
ん
で
導

入
を
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

※

※

 

高
口
浩
一
(
た
か
ぐ
ち
・
こ
う
い
ち
)
・
臼
年
香
川
県

生
ま
れ
。
初
年
岡
山
大
医
卒
、
卯
年
同
大
大
学
院
卒
。

同
大
消
化
器
肝
臓
内
科
入
局
後
、
切
年
よ
り
香
川
県
立

中
央
病
院
内
科
勤
務
。
悌
年
内
科
部
長
、
叩
年
内
科
主

任
部
長
、
日
比
年
よ
り
院
長
補
佐
、
岡
山
大
消
化
器
肝
臓

内
科
臨
床
教
授
、
日
本
内
科
学
会
総
合
診
療
内
科
専
門

医
指
導
医
、
日
本
肝
臓
学
会
、
日
本
消
化
器
病
学
会
専

門
医
指
導
医
、
診
療
情
報
管
理
士
、
医
療
情
報
技
師
、

病
院
経
営
管
理
士
。

吉
田
誠
治
(
よ
し
だ
・
せ
い
じ
)
・

ω年
愛
媛
県
生
ま
れ
。

卯
年
徳
島
大
医
学
部
付
属
診
療
放
射
線
技
師
学
校
卒
。

同
年
J
A
香
川
厚
生
連
屋
島
総
合
病
院
放
射
線
科
入
職
o

m年
よ
り
香
川
県
立
中
央
病
院
医
療
情
報
管
理
室
勤
務
。

上
級
医
療
情
報
技
師
、
，
診
療
放
射
線
技
師
、
医
用
画
像

情
報
専
門
技
師
。
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